
　城下町のあっちこっちで鯉幟
が、五月晴れの空に勢いよく泳い
でいる。土塀と夏みかん、そして
鯉幟は萩ならではの風景ではなか
ろうか。
　この鯉、中国の黄河上流に竜門
という急流があり、これを登るこ

天
高
く
舞
う
鯉
の
ぼ
り

第９号　　　1996 年 5 月
発行：萩ネットワーク協会
〒 758 山口県萩市大字江向 510　萩市役所広報課内
ＴＥＬ 0838 − 25 − 3131　ＦＡＸ 0838 − 26 − 5458

土塀と夏みかんと
　　　　　　　鯉のぼり

とができた鯉は龍と化かすという
言い伝えがある。鯉は、滝を登る
魚、困難を克服して立身出世する
魚と考えられていた。写真の鯉幟
にも、子どもの健やかな成長を願
う親御さんの願いが込められてい
るのであろうか。

（１）

　　　土と炎の生命が
　　　　　　　織りなす陶芸の祭典

第 ６ 回 萩 焼 ま つ り
と　き　５月１日（水）〜５月５日（日）

ところ　萩市民体育館
内　容　萩焼即売会（萩焼窯元販売店 44
　　　　店による萩焼の大即売会）、萩焼
　　　　ろくろ体験、萩特産品即売会他
＊５月３日から５日までは、会場へのシャ
トルバスが運行されています。
問い合わせ　萩市観光協会（０８３８・
２５・１７５０）へ
　本紙２Ｐに関連記事を掲載。
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第６回萩焼まつり、お得なツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

ズームアップ（山城精機社長・堀信夫氏）、浦上記念館、
パールライフ萩在宅生活支援センター　　　　　　　　　　　　　　　　３
特集・史跡散歩（萩城跡は歴史遺産の宝庫）、ブラジルへ
サッカー留学、私の発見イン萩　　　　　　　　　　　　　　　　　　４〜５
頑張っています漫画家・佐伯かよのさん、新鮮な魚料理で
もてなし、手作りステンドグラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
社長インタビュー（金優氏）、偉人伝、私のお店、松陰大橋
開通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
情報アラカルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８
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昭
和
40
年
代
、
全
国
的
に
萩

が
観
光
ブ
ー
ム
の
渦
中
に
あ
っ

た
時
代
、
同
時
に
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
た
の
が
「
萩

焼
」。
そ
の
萩
焼
に
つ
い
て
、

「
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
に
、

普
通
の
家
庭
の
中
で
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
た
の
は
、

実
は
萩
市
民
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
う
し
た
思
い
の
中
か

ら
、
機
械
製
造
に
よ
る
湯
呑
み

や
茶
碗
が
全
国
に
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
さ
な
が
ら
に
流
出
し
、
食

卓
に
並
ぶ
機
会
も
増
え
た
と
聞

く
。

　

今
年
、
第
６
回
目
を
迎
え
る

「
萩
焼
ま
つ
り
」。
全
国
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
高
価
な
茶
碗
や

家
庭
で
使
う
湯
呑
を
目
あ
て
に

訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
今
年
の
萩
焼
ま
つ
り

の
内
容
は
、
如
何
に
。

と　

き　

５
月
１
日
（
水
）
か

ら
５
日
（
日
）
ま
で
。
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
５

日
の
み
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

〔
み
ど
こ
ろ
〕

　

萩
焼
窯
元
・
販
売
店
44
店
が

ず
ら
り
並
び
、
大
即
売
会
を
開

催
。
ま
た
、
初
日
の
開
幕
式
で

は
、
ゲ
ス
ト
作
家
に
よ
る
ロ
ク

ロ
実
演
に
よ
る
作
陶
も
披
露
。

こ
の
ほ
か
、
期
間
中
一
般
来
場

者
に
も
ロ
ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
有
料
）
が
設
け
ら
れ
、
自
作

の
萩
焼
も
楽
し
め
る
。

〔
盛
り
だ
く
さ
ん
の
場
内
イ
ベ

ン
ト
〕

　
萩
焼
と
並
ぶ
萩
の
特
産
品
と

言
え
ば
、
海
産
物
。
当
日
、
海

産
加
工
品
を
中
心
と
し
た
即
売

会
も
開
催
。
ま
た
、
呈
茶
席
や

飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
す
る
。

〔
当
日
イ
ベ
ン
ト
情
報
〕

　

当
日
の
観
光
情
報
発
信
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
観
光
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
市
役

所
前
庭
に
開
設
さ
れ
る
。
市
内

の
観
光
地
情
報
は
も
と
よ
り
、

案
内
図
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

も
用
意
さ
れ
る
。

〔
交　
通
〕

　

会
場
は
、
国
道
２
６
２
号
山

口
市
方
面
か
ら
入
る
道
筋
で
、

市
内
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
場

所
（
上
記
市
内
略
図
参
照
）。

萩
有
料
道
路
料
金
所
を
出
て
約

５
分
。
交
差
点
で
真
正
面
に
見

え
る
の
が
、
主
会
場
の
「
萩
市

民
体
育
館
」。
な
お
、
３
日
か

ら
５
日
ま
で
の
間
は
、
市
役
所

前
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

運
行
予
定
。
会
場
に
駐
車
で
き

な
い
方
は
、
こ
ち
ら
の
利
用

を
！
（
注
：
市
役
所
は
略
図
参

照
）。　

　

萩
城
跡
・
指
月
公
園
内
に
咲

き
乱
れ
る
牡
丹
６
０
０
本
。
今

年
、
初
め
て
お
目
見
え
の
イ
ベ

ン
ト
。「
萩
・
花
ご
よ
み
」
の

関
連
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ

る
。

と　

き　

５
月
３
日
（
金
）
か

ら
５
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　

容　

大
根
島（
島
根
県
）

直
送
の
牡
丹
の
大
即
売
会
。
郷

土
芸
能
披
露
、
呈
茶
席
な
ど

　
市
内
有
名
作
陶
家
11
人
に
よ

る
作
品
展
。
こ
の
作
品
展
を
更

に
引
き
立
て
て
く
れ
る
の
が
会

場
と
な
る
「
青
木
周
弼
旧
宅
」

（
略
図
参
照
）。
今
年
２
月
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
文

化
的
遺
産
、
見
る
人
の
心
を
引

き
つ
け
る
の
は
会
場
、
そ
れ
と

も
や
は
り
萩
焼
？

と　

き　

４
月
26
日
（
金
）
か

ら
５
月
26
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
・
青
木

周
弼
旧
宅
（
江
戸
屋
横
町
と
お

り
）

内　

容　

現
代
、
日
展
会
員

作
陶
家
11
人
に
よ
る
萩
焼
作
品

展
。

エアー
　ニッポン

特　

 

典

周遊バス乗車券
萩・津和野ナビゲーションマップ
萩焼窯元割引券

お問い合せ・
お申し込みは

全日空スカイホリデー
予約・案内センターへ

萩2日・3日
で巡る

2 日コース

1 室のご利用人数 日〜木曜出発 金・土曜出発コース
21,800 円 27,800 円3 〜 4 名
23,800 円 29,800 円2 名
29,800 円 37,800 円3 〜 4 名3 日コース 33,800 円 41,800 円2 名

萩 2 日が 1 泊夕食・朝食付で

21,800 円より

　29,800 円

ご購入先カウンター
① 全日空東京支店スカイ
　　　　　ホリデーカウンター
②全日空新宿カウンター　
③東京全日空ホテルトラベルセンター
※ご購入は①〜③のカウンターにご
来店の上、現金のみの取り扱いとな
りますので予めご了承下さい。03-5493-8600

●出発日　’96 年 4 月 15 日〜 7 月 20 日の毎日出発（但し、4/26 〜 5/6 出

※こども運賃は半額

2

羽田空港 エアーニッポン（8：45 頃発）　　  　　　（10：15 頃着）石見空港
貸切周遊バス（10：45 発）　　〔　　　　・　　　　　　　　　　　
　　　　〕（16：00 着）（各自負担）　　　ホテル（萩）

行　　　　　　　　　　　　　程

東萩駅

東萩駅

秋吉台・秋芳洞（昼食）

〈575 便〉
日程

1

−

1

2

3

終日フリータイム

ホテル（各自負担）　　 東萩駅　貸切周遊バス（10：30 発）　
〔　　　　　　　  ・　　　　　　　　　・　　　　　〕（15：30 着）
エアーニッポン（16：50 頃発）　　　　　  （18：15 頃着）羽田空港

津和野（約 2 時間） 石見特産品センター 石見空港
〈576 便〉

厚狭 小郡 

小郡 

柳井 

松山 

津和野 

東京 

東京 ・ 大阪 

石見空港 

東萩 

見島 

青海島 

下関 
新下関 

博多 

長門市 

下関I.C

小月 
 I.C

美祢 
 I.C

俵山 
温泉 

湯本 
温泉 

小郡 I.C 山口 I.C

徳地 
 I.C

鹿野 
 I.C

六日市 
 I.C

フェリー 
約2時間15分 

広島 

徳山東 
 I.C

防府東 I.C山口 Jct

山陽本線 

山陰本線 
約60分 

景清洞 

大正洞 
秋吉台 

秋芳洞（約60分） 湯田温泉 

長門峡 

山口 

サファリ 
ランド 

約50分（小郡 ～博多） 

特
急
約
3
時
間
（
東
萩
〜
博
多
）
 

約
1
時
間
20
分
 

山
口
線
 

約 1
時間 20

分  

国道 262 号線  
約40分 

約1時
間30分

 

約1時間15分 

名古屋 

新大阪 

岡山 

萩バス 
センター 

萩 

約1時間50分　 

山口宇部 
空港 

 JR 
新幹線 
バス 
中国自動車道 
山陽自動車道 

東京 約1時間35分 

約2時間35分 

約4時間 

約5時間40分 

徳山 

萩駅 

松陰大橋 

萩市民体育館 ● 

東
萩
駅 

●
市
役
所 

●  

指月山 

萩城跡 

菊ヶ浜 

橋　本　川 

松
　
本
　
川 

観光インフォメーションセンター 
シャトルバス発着場 

萩焼作品展会場 
青木周弼旧宅 

萩焼まつり会場 

牡丹まつり 
　会場 

土と生命の炎が織りなす陶芸の祭典
萩　焼　ま　つ　り

　
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
萩
」
は
、
お
も
し
ろ
い
。

　
期
間
中
、
恒
例
の
「
萩
焼
ま
つ
り
」、
ま
た
新
し
く
「
牡
丹
ま

つ
り
」な
ど
も
協
賛
行
事
と
し
て
開
催
予
定
だ
。是
非
、家
族
揃
っ

て
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。

協
賛
イ
ベ
ン
ト
、

　
　
い
っ
ぱ
い

〔
萩
焼
ま
つ
り
〕

ご　  案　  内
① 2 名様以上でお申し込み下さい。
②宿泊ホテルはＡ・ＢＣ よりお選び 
　 下さい。
　 Ａ 楽 天 池（2 日：SH1232、3 日：
SH1233）
　Ｂ萩観光ホテル

（2 日：SH1234、3 日：SH1235）
　Ｃ 萩グランドホテル

（2 日：SH1236、3 日：SH1237）
③ 貸切周遊バスは予約制となります。
　ご利用にならない場合、又、ご利 
　用日を変更される場合は必ず事前 
　にご連絡下さい。

中国自動車道・山陽自動車道
　九州方面  美祢 I.C.  萩
　広島・大阪方面  山口 I.C. または小郡 I.C.  萩
飛行機
　東京・大阪  石見空港  萩
　東京  山口宇部空港⇒萩

交通ガイド

〔
萩
焼
作
品
展
〕

〔
牡
丹
ま
つ
り
〕

夜行高速バス
 　　カルスト号

●電話予約・お問い合わせは
防長高速バス予約センター
TEL. 0834-32-7733（受付時間／ 9：00 〜 18：00）
近鉄高速バスセンター
TEL. 06-772-1631（受付時間／ 9：00 〜 18：00）

▶運賃
萩

 9,300 円

16,700円

片道

往復

秋芳洞

 8,900 円

大田中央

 8,800 円

山口・防
府・徳山

 7,600 円

13,600円

熊毛

 7,300 円

13,100円

玖珂

 7,100 円

12,800円

岩国

 6,800 円

12,200円

大阪
近鉄なんば
あべの橋
上本町（      ）

20：35 発
萩

バスセンター
8：35 着

6：00 着
近鉄

なんば西口
（OCAT ビル）

23：12 発

6：25 着
あべの橋

22：57 発

6：42 着
上本町

上本町 あべの橋
22：40 発

高速道

萩　　大阪⇔
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皆
さ
ん
は
、
パ
ー
ル
ラ
イ
フ

萩
在
宅
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
親
御
さ

ん
の
健
康
や
毎
日
の
暮
ら
し
を

気
に
し
て
い
る
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
何
か
の
時
に
は
、パ
ー

ル
ラ
イ
フ
萩
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

る
お
年
寄
り
の
家
庭
は
食
事
、

入
浴
、
通
院
な
ど
の
介
護
、
ま

た
買
い
物
、
洗
濯
、
掃
除
、
調

理
な
ど
の
家
事
に
つ
い
て
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
祉
事
務
所
が
行
う
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
は
所

得
に
応
じ
て
一
時
間
当
た
り

２
５
０
円
か
ら
９
０
０
円
で
、

低
所
得
者
は
無
料
で
す
。

　
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
年
齢
65
歳
以
上
と
か
障
害
者

手
帳
の
あ
る
人
と
い
っ
た
条
件

が
あ
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
昨
年
６
月
に
発
足

し
た
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
萩
在
宅
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
頼
め
ば
年

齢
や
資
格
に
制
限
が
無
く
、
誰

で
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
内

容
の
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

こ
ち
ら
の
料
金
は
、
一
律
に

一
時
間
当
た
り
昼
間
の
家
事
が

８
５
０
円
、
介
護
１
１
５
０
円
、

夜
間
は
家
事
１
０
５
０
円
、
介

護
１
４
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

パ
ー
ル
ラ
イ
フ
萩
は
、
萩
市

内
だ
け
で
な
く
旭
、
川
上
、
福

栄
、
阿
武
の
隣
接
町
村
ま
で
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
家
族
の
お

世
話
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
協
会

(

０
８
３
８・
２
６・
６
４
８
８)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
萩
で

は
、
活
動
を
支
援
す
る
賛
助
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
年
会
費　

一
口
２
０
０
０

円法
人
会
費　
一
口
５
０
０
０
円

ふ
る
さ
と
に
残
し
た
親
が
気
に
な
る
・
・
・

そ
ん
な
あ
な
た
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
　

留
守
宅
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
「
父
・
勇
夫
は
阿
武
町
惣
郷

の
御
山
神
社
の
神
主
の
四
男
と

し
て
出
生
し
ま
し
た
が
、
私
自

身
は
東
京
生
ま
れ
の
茨
城
県
勝

田
市
（
現
在
の
ひ
た
ち
な
か
市
）

育
ち
で
す
。
鉄
道
で
旅
行
す
る

の
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
高
校

時
代
か
ら
１
人
で
よ
く
萩
に
旅

行
に
来
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

萩
の
歴
史
や
地
理
に
関
心
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
」
と
、
笑
顔
で

話
さ
れ
る
。

　

昭
和
47
年
、
萩
に
工
場
を
建

設
。「
萩
へ
の
工
場
進
出
は
、

先
代
社
長
が
当
時
の
菊
屋
市
長

や
水
岡
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
の
勧
誘
を
受
け
実
現

し
た
も
の
で
す
。
昭
和
52
年
６

月
に
父
が
亡
く
な
り
、
会
社
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
」。　
　
　

　

現
在
、
萩
工
場
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
機
の
３
分
の
２
を

作
る
主
力
工
場
と
な
っ
て
い

る
。

　
萩
に
つ
い
て
ー

　

仕
事
の
関
係
上
、
年
10
回
は

萩
に
来
て
い
ま
す
。
お
客
様
を

招
待
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
萩
の
観
光
客
の
対
応
を
み
る

と
、
歴
史
的
文
化
的
遺
産
や
一

時
の
観
光
ブ
ー
ム
で
、
全
国
か

ら
人
が
萩
市
に
来
る
の
が
当
た

り
前
、
過
去
の
も
の
に
す
が
っ

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す

ね
。
史
跡
観
光
地
は
、
一
度
来

れ
ば
い
い
と
い
う
宿
命
的
な
も

の
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
ト
率
を
上

げ
る
の
は
む
づ
か
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
世
代
も
代
わ
り
価
値
観
も
変

わ
っ
て
い
る
の
で
、
新
た
な
観

光
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

が
リ
ピ
ー
ト
率
を
上
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
観
光
・
萩
の
在

り
方
に
つ
い
て
ー

　
都
会
に
は
な
い
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
し
、
そ

れ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
、
ど
ろ
く
さ
く
、
田
舎
ら

し
く
、
温
か
く
接
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
海
で
獲
れ
る
新
鮮
な
魚

株式会社　山城精機製作所
代表取締役　堀　信夫氏

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
立
型
射
出
成
形
機
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
山
城
精

機
。
山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
惣
郷
出
身
の
堀
勇
夫
（
故
人
）
氏
が

設
立
、
今
年
創
業
40
周
年
を
迎
え
る
。
萩
市
に
も
工
場
を
構
え
、

Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
今
は
、
子

息
の
堀
信
夫
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
。

の
刺
身
が
低
料
金
で
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
れ
る
こ
と
は
、
魅
力
そ

の
も
の
で
観
光
の
大
き
な
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
市
内

の
旅
館
な
ど
も
も
っ
と
観
光
に

反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
萩
に
本
物
の
温
泉
（
萩
本
陣
）

が
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
温
泉
は
、

日
本
人
に
と
っ
て
は
宿
泊
地
と

し
て
は
非
常
に
吸
引
力
が
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
輪
島
市
な
ど
に

あ
る
朝
市
な
ど
を
毎
日
開
催
し

観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
地
元
商

店
が
大
型
店
に
も
対
抗
で
き
る

手
段
と
も
な
り
ま
す
よ
。

　
こ
れ
は
大
胆
な
話
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
萩
の
三
角
州
内
に
は

車
を
通
さ
ず
、
三
角
州
の
観
光

は
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
自
転
車
で

観
光
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
現

在
は
団
体
観
光
客
が
見
逃
し
が

ち
な
堀
内
地
区
の
北
の
総
門
通

り
や
鍵
曲
が
り
を
見
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
、
じ
っ
く
り
と
萩

の
良
さ
を
分
か
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
ー

　

若
い
人
が
、
萩
の
歴
史
や
地

理
に
つ
い
て
知
ら
な
さ
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
故
郷

に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
。
歴
代
総
理
大
臣
を
４
人
も

輩
出
し
て
お
り
、
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
歴

史
は
根
っ
こ
で
あ
り
、
歴
史
を

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
根
な

し
草
に
な
っ
て
立
ち
枯
れ
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
萩
は
、
若
い
人

が
主
役
と
な
っ
て
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
山
城
精
機
製
作
所

本
社　

埼
玉
県
川
口
市
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
立
型
射
出
形
成
機
の

業
種
で
は
国
内
シ
ェ
ア
は
50
％

超
。

創
業
の
信
条

一　
知
恵
を
売
る

一　
見
栄
を
は
ら
な
い

一　
顧
客
様
と
直
結
す
る

新
し
い
観
光
を
創
出
し
、

　
　
　
活
性
化
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い

　
大
阪
の
暮
ら
し
か
ら
、
疎

開
し
た
萩
市
で
の
戦
中
、
戦

後
の
思
い
出
す
こ
と
ど
も
、

い
わ
ば
わ
が「
思
い
出
の
記
」

で
す
。

　
そ
の
思
い
出
を
出
来
る
限

り
今
日
の
僕
の
視
点
か
ら
で

は
な
く
、
当
時
の
子
供
心
に

受
け
止
め
た
ま
ま
を
記
し
た

い
と
心
が
け
ま
し
た
。
決
し

ボ
ク
の
戦
中
戦
後

　
勝
ち
抜
く
僕
ら
少
国
民

　
　
千
田
義
治
さ
ん

　
　
（
本
名
・
三
上
義
文
）

て
自
叙
伝
な
ど
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
あ
の
時
代
を
子

供
の
眼
を
通
し
て
描
き
た
い

と
試
み
た
小
冊
子
で
す
。
定

価
は
一
応
１
３
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
興
味
の

あ
る
方
に
は
、
無
料
で
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　
三
上
義
治
さ
ん
は
、
萩
高

校
第
６
期
卒
業
。
東
京
都
江

東
区
に
在
住

問

い

合

わ

せ　

０
３・３
６
１
５・０
４
１
６

私の

自費
出版

　

萩
市
平
安
古
（
市
民
球
場
西

隣
）
に
山
口
県
が
建
設
を
進
め

て
い
た
山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
が
完
成
し
、
５
月

24
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
。

　

竣
工
式
に
は
、
浦
上
敏
朗
氏

や
野
村
萩
市
長
平
井
山
口
県
知

事
、
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
出

席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　　
こ
の
美
術
館
は
浦
上
敏
朗
氏

寄
贈
の
浮
世
絵
や
陶
磁
器
と

い
っ
た
世
界
で
も
屈
指
の
美
術

品
を
収
蔵
す
る
美
術
館
と
な

る
。

  

建
物
は
、
城
下
町
特
有
の
鍵

状
に
道
が
曲
が
る
鍵
曲
が
り
な

ど
の
要
素
や
、
外
壁
に
御
影

石
を
施
す
な
ど
城
下
町
萩
の
イ

メ
ー
ジ
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。　

　

内
部
は
、
浮
世
絵
、
東
洋

陶
磁
器
の
展
示
室
、
企
画
展
示

室
の
展
示
部
門
、
講
演
・
講

座
が
で
き
る
部
屋
の
ほ
か
豊
か

な
美
術
環
境
を
創
出
す
る
喫
茶

店
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
る
。
建
物
面
積
は
、

１
万
１
７
１
５
平
方
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
美
術
館
建
設
に
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
内

部
の
乾
燥
期
間
に
入
っ
て
い
る

た
め
、
今
秋
10
月
14
日
に
開
館

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

美
術
館
周
辺
に
は
外
灯
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と

建
物
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
萩

の
夜
に
花
を
添
え
て
く
れ
て
い

る
。

　

開
館
後
は
「
山
陰
浮
世
絵

ル
ー
ト
」
の
一
翼
を
担
う
広
域

回
遊
の
拠
点
の
一
つ
と
な
り
萩

観
光
の
活
性
化
に
大
き
く
役
立

つ
ほ
か
、
萩
地
域
の
文
化
振
興

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
展
覧

会
等
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

●
竣
工
式

と　

き　

平
成
８
年
５
月
24
日

（
金
）  

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ　

萩
市
平
安
古　

山
口

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

●
一
般
公
開

今
回
の
完
成
を
受
け
て
、
次
の

と
お
り
施
設
の
一
般
公
開
が
お

こ
な
わ
れ
る
。

５
月
25
日
・
26
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
10
月
14
日
の
開
館
に
あ
わ
せ

歴
史
の
ま
ち
に
新
た
な
伝
統
美
術
の
殿
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

　

今
秋
に
は
、
開

館
記
念
特
別
展
を

開
催
。

て
、
次
の
と
お
り
開
館
記
念
特

別
展
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

●
「
館
蔵
名
品
展
」

と　

き　

平
成
８
年
10
月
14
日

か
ら
12
月
23
日

内　

容　

浮
世
絵
展
示
（
３
回

に
分
け
て
展
示　

＝
浮
世
絵
の

創
成
期
か
ら
明
治
ま
で
の
通
史

的
展
示　

東
洋
陶
磁
展
示
＝
中

国
陶
磁
、
朝
鮮
陶
磁
の
通
史
的

展
示

●
「
山
東
省
文
物
展
」

と　

き　

平
成
９
年
１
月
５
日

か
ら
３
月
下
旬

内　

容　

東
洋
陶
磁
史
上
で
重

要
な
文
化
が
栄
え
た
山
東
省
で

新
た
に
発
見
さ
れ
た
考
古
美
術

品
（
新
石
器
〜
漢
）
を
主
体
に

展
示

三上義文さん

ライトアップされた山口県立萩美術館・浦上記念館



史
跡
散
歩

萩
城
跡
あ
た
り
を

歩
い
て
み
る
と

外　
堀　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
外
堀

北
の
総
門
通　
　
②

　　　　　　　　　　　　　②北総門通　

問
田
益
田
氏
旧
宅
土

塀　
　
　
　
　
　
③

　萩市に数多くの歴史的遺
産が残っていることは周知
の事実である。特に、毛利
輝元によって築城された萩
城の城郭は史跡萩城跡とし
て指定され、今も当時の規
模をうかがうことができる。
指月山頂に要害（詰丸）を、
山麓に本丸、二の丸、三の
丸を設けた。これは、萩の
自然的条件を巧みに利用し
た城郭配置が成されており、
いわゆる堅城といわれる。
萩出身の方なら一度は眺め、
通ったことのある萩城跡を
散策してみた。　

　
北
の
総
門
付
近
か
ら
三
の
丸

に
向
か
っ
た
。
ま
ず
、
見
え
て

く
る
の
が
外
堀
だ
。

　

城
下
と
三
の
丸
は
外
堀
に

よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
た
。
城

下
か
ら
三
の
丸
に
入
れ
る
の
は

北
、
中
、
南
の
総
門
の
３
か
所

の
み
で
あ
っ
た
。
城
下
町
絵
図

に
よ
る
と
、
外
堀
は
20
間
幅
で

三
の
丸
の
東
と
南
側
に
逆
Ｌ
字

に
掘
ら
れ
、
そ
の
端
は
海
、
川

に
接
し
て
い
た
。
そ
の
後
東
側

の
堀
に
つ
い
て
は
堀
幅
の
変
遷

が
見
ら
れ
る
。
17
世
紀
初
期
に

は
外
堀
の
東
側
に
町
家
が
拡
大

し
、
次
第
に
堀
が
狭
ま
り
幅
14

間
と
な
り
、
そ
の
後
更
に
８
間

に
な
っ
た
。
明
治
ま
で
は
８
間

で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
宅
地
や

畑
と
な
り
現
在
の
様
に
４
〜
７

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
こ
の
堀

の
８
間
で
あ
っ
た
当
時
の
堀
を

復
元
す
る
た
め
、
用
地
買
収
と

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
三
の
丸
に
入
る
と
藩
政
当
時

の
建
物
が
道
路
沿
い
に
３
棟

建
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
雰
囲

気
の
あ
る
通
り
だ
。
こ
の
通
り

を
北
の
総
門
通
と
言
い
、
現
在

は
国
選
定
の
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ま
で
は
国
指
定
史
跡
で

あ
っ
た
道
だ
と
い
う
。

　

　

三
の
丸
の
最
も
北
に
位
置

し
、
外
堀
か
ら
天
樹
院
に
至
る

通
り
で
あ
る
。
街
路
沿
い
の
屋

敷
割
は
旧
状
を
よ
く
留
め
、
多

く
は
夏
蜜
柑
畑
と
な
っ
て
お

り
、
築
地
塀
や
そ
の
土
台
石
や

生
け
垣
が
連
な
る
。
こ
の
通
り

に
は
、
益
田
氏
物
見
矢
倉
、
繁

沢
家
長
屋
門
、
周
布
家
長
屋
門

等
の
一
部
が
残
り
、
藩
政
時
代

を
う
か
が
わ
せ
る
歴
史
的
景
観

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
丁
と
三
の
丸
中
央
で

交
差
す
る
所
に
あ
る
延
長

２
３
１・
７
メ
ー
ト
ル
の
白
壁
。

宅
地
開
発
に
よ
っ
て
堀
内
地
区

の
広
大
な
土
地
は
細
分
化
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
周
囲
を
区
画

し
て
い
た
土
塀
も
寸
断
さ
れ
て

い
っ
た
。
こ
の
土
塀
は
上
級
家

臣
の
住
居
地
を
取
り
囲
ん
で
い

た
往
時
の
姿
を
最
も
よ
く
留
め

て
い
る
。
藩
政
時
代
、
こ
の
一

帯
の
塀
壁
は
す
べ
て
白
壁
で
天

気
の
良
い
日
に
は
ま
ば
ゆ
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
右
に
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
は
あ

る
白
壁
を
み
な
が
ら
進
む
。
左

の
崩
れ
か
け
た
土
塀
か
ら
黄
色

い
夏
み
か
ん
が
の
ぞ
く
。
思
わ

ず
口
の
中
が
酸
っ
ぱ
く
感
じ
ら

れ
た
。
五
月
中
旬
頃
に
は
白
い

花
を
つ
け
、
こ
の
あ
た
り
は
甘

酸
っ
ぱ
い
香
り
に
包
ま
れ
る
だ

ろ
う
な
ど
思
い
な
が
ら
歩
く
。

道
が
交
差
す
る
左
に
、
指
月
中

学
校
、
右
に
は
萩
高
等
学
校
が

あ
る
。
こ
の
道
幅
は
昔
は
も
っ

と
広
く
殿
様
が
通
っ
て
い
た
御

成
道
だ
っ
た
と
か
。

  

中
堀
と
外
堀
で
区
切
ら
れ
た

　
三
の
丸
で
あ
っ
た
堀
内
地
区

は
、
主
に
上
級
家
臣
の
住
居
の

あ
っ
た
所
で
あ
る
。
そ
の
中
央

部
を
東
西
に
横
断
す
る
街
路
が

本
丁
と
い
う
。
御
成
道
と
も
呼

ば
れ
藩
主
の
参
勤
の
時
の
通
行

路
と
も
な
っ
た
、
い
わ
ば
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
道
幅
は
現
在

の
２
倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
土
塀
も

遺
存
し
て
い
る
。
城
下
町
絵
図

に
も
三
の
丸
の
ほ
か
の
街
路
よ

り
も
幅
広
く
描
か
れ
て
い
る
。

指
月
中
、
萩
高
校
に
通
学
し
た

人
に
は
思
い
出
さ
れ
る
道
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

　
萩
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
を

過
ぎ
る
と
、
野
球
場
に
突
き
当

た
る
。
こ
れ
を
右
折
し
、
さ
ら

に
天
樹
院
を
左
折
す
る
と
、
疎

水
が
左
右
に
走
る
。
こ
れ
に
架

か
る
指
月
橋
を
渡
る
と
、
右
手

に
萩
城
二
の
丸
の
石
垣
が
見
え

て
く
る
。
こ
こ
は
、
今
は
埋
め

ら
れ
て
い
る
が
、
中
堀
が
あ
っ

た
と
か
。

　
当
初
は
幅
20
間
（
約
40
メ
ー

ト
ル
）
も
あ
っ
た
！

　
武
家
屋
敷
の
雰
囲
気
を
よ
く

残
す

　
白
壁
の
延
長
が
な
ん
と

２
３
１・７
メ
ー
ト
ル

御
成
道　
　
　
　
④

　
道
幅
は
２
倍
あ
っ
た
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト

中
堀　
　
　
　
⑤

　
北
の
総
門
通
の
中
程
を
左
に

折
れ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
非

常
に
長
い
白
壁
が
現
れ
る
。

　
運
河
を
掘
っ
た
土
砂
で
埋
め

ら
れ
た

　

萩
市
青
海
の
田
村
卓
己
（
18

歳
）
さ
ん
が
、ブ
ラ
ジ
ル
に
サ
ッ

カ
ー
留
学
す
る
。

　

田
村
さ
ん
は
、
今
春
県
立
山

口
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で

あ
る
。
高
校
時
代
は
、
１
年
生

か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
、
ま

た
山
口
県
代
表
と
し
て
活
躍
す

る
。
３
年
生
の
と
き
に
は
、
山

口
県
選
抜
に
選
ば
れ
国
体
へ
も

出
場
す
る
。「
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
夢
に
、
県
内
で
も
１
、２

の
強
豪
山
口
高
校
へ
進
学
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
出
場
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
度
は

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
標
に
ブ
ラ
ジ

ル
へ
サ
ッ
カ
ー
留
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
父
親
の

田
村
己
利
（
44
歳
）
さ
ん
。　

　　
「
留
学
の
話
を
聞
い
た
と
き

は
、
家
族
は
反
対
し
ま
し
た
よ
。

し
か
し
、
本
人
の
本
場
で
技
術・

精
神
面
を
鍛
え
た
い
と
い
う
強

い
意
思
に
負
け
ま
し
た
」。

　

サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
は
、

明
倫
小
学
校
３
年
生
の
時
に
明

倫
小
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
入
団
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
ミ
ド
ル
フ
ォ
ワ
ー
ド
と

し
て
頑
張
る
。
萩
第
一
中
学

校
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
、
ミ
ド
ル

フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
活
躍
す

る
。
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
と
き

か
ら
、
俊
足
で
機
敏
な
動
き
は

注
目
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、

高
校
時
代
の
遠
征
試
合
で
は
、

現
横
浜
マ
リ
ノ
ス
の
Ｇ
Ｋ
川
口

選
手
や
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
の

小
倉
選
手
と
の
試
合
経
験
も
あ

り
、
卓
己
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
意

欲
を
ま
す
ま
す
高
め
た
よ
う
で

あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
留
学
先
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
約
３
０
０
キ

ロ
離
れ
た
マ
リ
リ
ア
市
に
あ
る

マ
リ
リ
ア
日
系
文
化
体
育
協
会

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
本
場
の

技
術
を
学
び
プ
ロ
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
。
３
年
間
で
プ
ロ
に

な
れ
な
い
場
合
は
在
籍
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し
い
環

境
で
あ
る
。

　

卓
己
さ
ん
は
、
身
長
１
７
０

セ
ン
チ
と
体
格
的
に
は
決
し
て

恵
ま
れ
て
い
な
い
が
、
俊
足
で

機
敏
な
動
き
と
ガ
ッ
ツ
で
プ
ロ

を
目
指
す
。
萩
市
か
ら
初
の
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
誕
生
も
近
い
の
で
は

な
い
か
。

　
「
行
く
か
ら
に
は
、
健
康
に

気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
家
族
も
遠
く
離
れ
た
萩
の

地
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
、

父
・
田
村
己
利
さ
ん
。

　若い青年が、Ｊリーガーをめざして、本
場ブラジルにサッカー留学する。郷土出身
者がＪリーグで活躍する姿を、近いうちに
テレビで見ることが出来るかもしれない。

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
へ
サ
ッ
カ
ー
留
学

僕の夢はＪリーガーです。

前列右から３番目が田村卓己さん田村己利さん

　　　　　　　　③問田益田氏旧宅土塀

　　　　　　　　　　　　　　④御成道
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中
堀
跡
を
通
り
、
蛇
行
し
た

道
を
行
く
と
、
内
堀
と
整
然
と

積
み
上
げ
ら
れ
た
本
丸
の
石
垣

に
出
会
う
。
左
方
に
は
武
者
返

し
と
言
わ
れ
る
見
事
な
曲
線
を

を
作
り
組
ま
れ
た
天
守
台
も
見

え
る
。
眼
鏡
橋
を
渡
り
本
丸
に

入
る
と
、
先
ず
目
に
入
る
の

が
志
都
岐
神
社
の
大
鳥
居
で
あ

る
。
一
帯
は
、
さ
な
が
ら
自
然

公
園
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

　
慶
安
５
年
城
下
町
絵
図
に
よ

る
と
、
二
の
丸
の
南
側
は
幅
16

間
の
中
堀
が
巡
り
、
北
側
は
内

堀
に
接
し
、
東
側
と
西
側
は
海

に
面
し
て
い
る
。
東
北
部
地

区
と
西
部
地
区
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
石
垣
を
伴
っ
た
練
塀
で
区

画
さ
れ
て
い
た
。
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
に
萩
城
跡
の
南

東
側
に
掘
ら
れ
た
運
河
（ 
疎
水 

）
の
土
砂
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、

現
在
は
畑
地
、
宅
地
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
丸
の
中
心
部
分
に
萩
藩
の

政
庁
で
あ
り
、
藩
主
の
居
館
で

も
あ
っ
た
本
丸
御
殿
が
あ
り
、

本
丸
空
間
の
大
部
分
を
占
め
て

い
た
。
東
側
に
は
大
番
所
や
記

録
所
な
ど
の
藩
の
諸
役
所
、
中

本
丸
御
殿　
　
　
⑥

　
豪
華
な
御
殿
や
大
奥
の
部
屋

も
あ
っ
た
！

央
南
側
に
公
的
諸
行
事
を
行
う

大
広
間
や
大
書
院
、
中
央
北
側

に
寝
所
や
座
の
間
の
あ
る
藩
主

の
居
所
、
西
側
に
は
西
長
屋
や

西
御
殿
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
奥

が
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
全
て
取
り
除
か
れ
、
移

築
さ
れ
た
花
江
茶
亭
や
煤
払
い

の
茶
室
、
明
治
12
年
に
建
立
さ

れ
た
志
都
岐
山
神
社
、
萩
藩
永

代
家
老
福
原
氏
の
萩
屋
敷
か
ら

移
築
さ
れ
た
書
院
が
建
っ
て
い

る
。
現
在

本
丸
一
体
は
公
園
と
な
り
明
治

25
年
に
約
１
０
０
０
本
が
植
え

ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
桜
の
名
所

と
し
て
、
市
民
や
観
光
客
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

東
園　
　
　
　
⑦

　
本
丸
の
右
方
奥
に
進
む
と
池

を
配
し
た
日
本
庭
園
が
あ
る
。

確
か
こ
の
付
近
に
は
以
前
鹿
が

い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。

　
指
月
公
園
の
奥
に
池
が
あ
る

が
、
こ
の
辺
り
を
散
策
し
た
こ

と
の
あ
る
人
も
あ
る
と
思
う
。

こ
こ
は
東
園
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
城
下
町
絵
図
に
は
「
御
茶

屋
」
と
記
載
さ
れ
、
２
つ
の
橋

が
架
か
っ
た
池
と
西
側
に
は
数

要
害　
　
　
　
⑧

棟
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
本
来
参
勤
の
無

事
や
安
産
を
祈
願
す
る
祭
祀
や

藩
主
や
そ
の
宗
族
な
ど
が
く
つ

ろ
ぐ
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
。
池
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま

の
形
状
で
残
っ
て
い
る
が
、
御

茶
屋
跡
は
整
地
さ
れ
牡
丹
園
と

　
こ
こ
に
も「
本
丸
」「
二
の
丸
」

が な
っ
て
い
る
。

　
指
月
山
は
高
さ
１
５
０
メ
ー

ト
ル
近
く
あ
る
は
ず
。
ち
ょ
っ

と
元
気
を
出
し
て
登
っ
て
み
る

と
す
る
。
結
構
き
つ
い
が
登
山

道
は
整
備
し
て
あ
り
登
り
や
す

い
。
う
っ
す
ら
汗
を
か
い
た
ぐ

ら
い
で
頂
上
へ
到
着
。
北
側
は

木
々
の
間
か
ら
海
を
、
南
側
は

市
内
を
見
渡
せ
る
。
日
本
海
か

ら
吹
く
風
が
心
地
よ
い
。

　

要
害
は
指
月
山
頂
に
あ
る
。

中
央
を
南
北
に
走
る
練
り
塀
に

西
の
浜　
　
　
　
⑨

よ
っ
て
「
本
丸
」
と
「
二
の
丸
」

に
区
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

を
取
り
囲
む
よ
う
に
７
つ
の
矢

倉
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
要
害

の
矢
倉
や
門
の
建
物
は
現
存
し

な
い
が
、
周
囲
の
石
垣
は
旧
状

を
と
ど
め
て
お
り
、
登
山
道
を

登
り
切
っ
た
石
塀
に
は
鉄
砲
狭

間
を
施
し
た
練
塀
が
復
元
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
飲
料
水
や
消

火
用
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
「
池
」
や
「
用
水
」
は
今
も

残
る
。
本
丸
内
に
は
「
岩
山
」

も
現
存
し
、
石
材
を
切
り
出
し

た
矢
穴
跡
が
残
っ
て
い
る
。

　
昔
は
海
。
今
は
市
民
憩
い
の

　
登
り
に
比
べ
、
下
り
は
楽
々
。

あ
っ
と
言
う
間
に
登
山
口
へ
着

い
た
。
そ
こ
か
ら
内
堀
の
外
沿

い
に
歩
い
て
い
く
と
、
敷
き
つ

め
ら
れ
た
緑
の
芝
生
の
な
か
に

白
い
石
の
彫
刻
が
並
ぶ
。

　
以
前
は
あ
ま
り
人
が
近
づ
か

な
か
っ
た
所
で
あ
る
。
萩
城
築

城
当
時
は
海
で
あ
っ
た
。
昭

和
56
年
世
界
か
ら
集
ま
っ
た
石

彫
芸
術
家
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

た
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

よ
っ
て
、
石
彫
公
園
と
し
て
よ

み
が
え
っ
た
。
背
景
の
指
月
山
、

石
垣
、
天
守
台
と
調
和
し
た
公

園
は
、
子
供
連
れ
の
家
族
や
、

恋
人
同
士
、
観
光
客
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
あ
ら
た
め
て
歩

い
て
み
る
と
、
萩
に
は
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
場
所
の
多
い
こ
と

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
今
回

通
っ
た
通
り
に
は
、
紹
介
し
き

れ
な
い
歴
史
的
遺
産
が
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
皆
さ

ん
が
ご
存
じ
と
思
う
。
是
非
、

自
分
の
足
で
確
か
め
て
歩
い
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。

築城から２７０年　
その雄姿を消した！ 　

御
茶
屋
か
ら
の
眺
め
に
殿
様

も
ホ
ッ
と
さ
れ
た
？

公
園
に

　慶長５年（１６００）、関ヶ原の戦いに
敗れた毛利輝元は、それまでの中国地方８
か国１１２万石から、周防・長門の２か国
36 万石に削封された。輝元は、早速城地
の選定に取り掛かり、防府の桑山、山口の
高嶺、萩の指月山が候補に挙げられたが、
幕府と相談した結果、萩に築城することが
決定した。
　築城工事は慶長９年（１６０４）に開始
されたが、城や町の建設に当たっては、ま
ず湿地帯の埋め立てや竹木の伐採から始め
なければならなかった。その後、城の縄
張りが行われたが、最初は指月山頂の要害
から始められた。同年６月には指月山麓の
縄張りが起工され、それから４年後の慶長
13 年に萩城の築城工事は完成した。指月
山頂に要害（ 詰丸 ）を設置し、山麓部に
本丸を中心に二の丸、三の丸を設け、外堀
を挟んで城下を配した。萩城の北側は「深
海荒津にして舟掛なし」という日本海と、

「嶮岨で人馬共に足立無き山地」にまかせ、
南側の平地は、萩デルタの東西を分流する
松本川・橋本川の自由な徒渉を禁止して、
外堀的性格を持たせるなど、萩の自然的条
件を巧みに利用することによって見事な城
郭配置を構成した。
　萩城も文久３年（１８６３）に藩庁が山
口に移されたことにより、２５９年間に
わたった防長両国の政治の中心的役割を終
え、衰退の一途をたどるに至った。明治６
年（１８７３）に萩城建物の入札、払い下
げが指令され、翌７年、天守閣をはじめ、
矢倉・門・武具庫が解体され、築城から
２７０年にして、その雄姿を消した。今は、
堀・石垣のみが往時の面影を忍ばせるだけ
となった。 　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨西の浜

　　　　　　　　　　　　　　　　⑧要害絵図

　　　　　　　　　　　　　　⑦東園跡

　　　　　　　　　　　　⑥本丸御殿跡

♪
名
も
知
ら
ぬ
、
遠
き
島
よ

り
、
流
れ
よ
る
ヤ
シ
の
実
一

つ
♪

　

い
く
ら
萩
が
「
日
本
一
ゴ

ミ
の
な
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し

て
い
る
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ

で
海
か
ら
ゴ
ミ
は
底
知
れ
ぬ

量
流
れ
込
ん
で
く
る
。
そ
れ

ら
を
じ
っ
く
り
眺
め
る
と
な

か
な
か
楽
し
い
。
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。波
打
ち
際
に
溜
ま
っ

た
ゴ
ミ
の
中
に
ハ
ン
グ
ル
文

字
の
入
っ
た
カ
ン
や
ビ
ン
が

流
れ
着
い
た
り
、
ガ
ラ
ス
の

破
片
は
砂
で
丸
く
な
っ
て
宝

石
に
見
え
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に

も
数
多
く
の
魅
力
多
い
物
が

流
れ
着
く
と
こ
も
・
・
・
。

　

そ
ん
な
漂
着
物
を
探
し
て

観
察
す
る
こ
と
を
「
ビ
ー
チ

コ
ミ
ン
グ
」と
言
う
。方
法
は
、

前
述
べ
の
と
お
り
簡
単
、
か

つ
手
軽
。
干
潮
時
に
浜
へ
行

き
、
満
潮
時
に
波
打
ち
際
で

取
り
残
さ
れ
た
漂
着
物
を
探

す
。
お
っ
と
、
言
っ
て
お
き

た
い
が
、
た
だ
の
ゴ
ミ
探
し

で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
自
然

物
、
人
工
物
な
ど
取
り
混
ぜ
、

実
に
多
種
多
様
な
漂
着
物
が

あ
り
、
下
を
向
い
て
歩
い
て

い
る
と
そ
の
楽
し
さ
に
つ
い

夢
中
に
な
る
。
気
が
付
く
と

数
百
メ
ー
ト
ル
も
歩
い
て
い

る
こ
と
も
。

　

萩
の
場
合
、
砂
浜
が
河
口

に
あ
る
関
係
で
上
流
か
ら
の

「
漂
着
物
」も
あ
る
。
例
え
ば
、

墓
所
で
見
か
け
る
卒
塔
婆
を

見
つ
け
て
震
え
上
が
る
こ
と

も
。
ま
た
、
こ
の
冬
、
日
本

海
を
騒
が
せ
た
漂
着
物
（
中

国
？
か
ら
の
集
団
ヘ
ビ
一

行
）
の
よ
う
に
安
全
？
な
物

ば
か
り
流
れ
着
く
と
は
限
ら

な
い
の
で
ご
注
意
を
！　
　

　

シ
ー
ズ
ン
は
、
季
節
風
の

関
係
で
萩
周
辺
は
冬
が
良
い

ビーチコーミング　をご存じ？

か
も
。

　

砂
浜
に
流
れ
付
い
た
ゴ

ミ
、
そ
れ
ら
は
長
い
時
間
、

数
え
ら
れ
な
い
程
多
く
の
波

を
越
え
て
漂
着
し
た
の
だ
。

単
な
る
ゴ
ミ
の
概
念
を
捨
て

「
漂
着
物
」
と
し
て
の
ド
ラ

マ
を
楽
し
め
ば
、「
単
な
る

ゴ
ミ
」
が
宝
の
よ
う
に
見
え

る
か
も
・
・
・
。

海がもたらす宝物
行ってみんさい、歩いてみんさ

　　　　　　　⑥⑦本丸御殿と東園が描かれた絵図

私の発見
イン・萩

（５）



民
宿
・
割
烹
料
理　
嫁よ
め

な
喜
荘 心の

　風景

　
萩
市
越
ケ
浜
の
笠
山
の
麓
に

あ
る
昭
和
47
年
開
業
の
民
宿
・

割
烹
料
理
の
「
嫁
な
喜
荘
」。

オ
ー
ナ
ー
は
河
村
祐
治
・
二
見

子
さ
ん
夫
妻
。
海
に
面
し
て

建
っ
て
お
り
、
窓
か
ら
は
日
本

海
が
一
望
で
き
、
す
ぐ
前
に
海

水
浴
場
が
あ
る
。

　

こ
の
民
宿
は
、
料
理
に
は
自

慢
の
割
烹
民
宿
と
し
て
大
変
人

気
が
あ
る
。
主
人
の
祐
治
さ
ん

が
元
板
前
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
材
料
と
味
付
け
は
お
客
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
「
地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚

介
類
を
使
い
、
絶
対
に
養
殖
も

の
は
使
い
ま
せ
ん
。
恵
ま
れ
た

海
の
幸
が
あ
り
、
多
く
の
人
に

本
当
の
魚
料
理
を
低
料
金
で
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
か

ら
ね
」と
、河
村
さ
ん
。
材
料
は
、

全
て
市
場
ま
た
は
越
ケ
浜
と
い

う
地
（
漁
業
部
落
）
を
い
か
し

て
漁
師
か
ら
主
人
自
ら
が
吟
味

し
て
仕
入
れ
る
。

　

料
理
は
、
旬
の
刺
身
４
種
盛

り
（
ひ
ら
め
、
や
な
せ
、
い
し

だ
い
、
い
か
、
え
び
な
ど
）
の

ほ
か
、
名
物
の
か
れ
い
の
あ
ん

か
け
や
一
人
一
尾
ま
る
ご
と
使

う
甘
鯛
の
あ
ん
か
け
、
お
こ
ぜ

の
あ
ん
か
け
な
ど
は
特
に
主
人

自
慢
の
料
理
で
あ
る
。
魚
が
好

き
な
人
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　

　
ま
た
、
ふ
ぐ
料
理
（
要
予
約
）

や
季
節
に
応
じ
た
料
理
、
遠
く

か
ら
の
お
客
に
は
、
萩
の
名
物

い
と
こ
煮
を
出
し
て
く
れ
る
。

　

地
元
料
理
通
の
人
も
、
嫁
な

喜
の
魚
料
理
を
味
わ
い
に
来
る

人
も
多
い
と
聞
く
。
ま
た
、
遠

く
か
ら
の
お
客
は
口
込
み
で
来

る
そ
う
で
常
連
と
な
っ
て
い

る
。

　

民
宿
と
し
て
は
珍
し
く
、
訪

れ
る
客
の
７
割
が
料
理
を
目
当

て
に
に
来
る
そ
う
で
、
宿
泊

客
は
全
体
の
３
割
程
度
と
の
こ

と
。
い
か
に
こ
こ
の
民
宿
の
料

理
の
評
判
が
い
い
か
分
か
る
。

　

ま
た
、
冬
場
に
は
体
が
芯
か

ら
温
ま
る
海
水
風
呂
の
サ
ー
ビ

ス
も
あ
る
（
要
予
約
）。

　
「
採
算
は
二
の
次
で
、
お
客

さ
ん
に
お
い
し
い
萩
の
魚
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
嫁
な

喜
荘
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
」
と
祐

治
さ
ん
の
こ
と
ば
に
、
奥
さ
ん

の
二
見
子
さ
ん
も
小
さ
く
う
な

ず
く
。
夫
婦
二
人
三
脚
の
心
温

ま
る
宿
で
あ
る
。

　

あ
な
た
も
、
今
度
萩
に
帰
ら

れ
た
と
き
に
は
、
の
ぞ
い
て
み

て
は
い
か
が
。

嫁
な
喜
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
５・０
８
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・２
５・０
４
７
０

宿
泊　

平
日
１
泊
２
食
６
５
０
０

円
（
税
別
）　

週
末
１
泊
２
食

７
０
０
０
円
（
税
別
）

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎

も
行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
連
休
や
夏
休
み

に
は
宿
泊
客
が
多
い
と
の
こ
と

で
、
早
め
の
予
約
が
必
要
。

　
飾
り
気
の
な
い
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
店
内
に
は
、
手
作
り
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
自
信
作
が

並
べ
ら
れ
て
お
り
、
訪
れ
た

人
も
し
ば
し
足
を
止
め
て
し
ま

う
。

　

こ
こ
は
、
山
陰
本
線
萩
駅
近

く
の
萩
市
濁
淵
に
あ
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
工
房
「
ゆ
と
り
ろ
」。

　
「
そ
の
色
の
美
し
さ
に
魅
せ

ら
れ
て
、
５
年
前
よ
り
製
作

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
好
き
な

色
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
作
品
が

出
来
上
が
る
の
が
楽
し
い
で
す

よ
」
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
中
村
和

子
さ
ん
。
今
で
も
、
月
に
１
回

は
福
岡
市
博
多
在
住
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
作
家
・
カ
ジ
ワ
ラ
邦

さ
ん
の
元
へ
出
か
け
勉
強
を
続

け
て
い
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
か
ら
ガ
ラ
ス
の

カ
ッ
ト
、
ハ
ン
ダ
付
け
と
全
て

が
心
温
ま
る
手
作
り
で
あ
る
。

　
自
宅
の
一
室
で
製
作
活
動
を

続
け
て
い
た
が
、
も
っ
と
お

客
さ
ん
に
気
軽
に
作
品
を
見
て

も
ら
お
う
と
、
昨
年
12
月
に
自

宅
敷
地
内
に
工
房
を
開
店
さ
せ

た
。

　

展
示
品
は
、
小
さ
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま

で
と
幅
広
く
、
十
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
値
段
は
、

１
０
０
０
円
か
ら
10
万
円
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
客
に
は
、
萩
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
椿
や
夏
み
か
ん
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
作
品
（
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
）
が
出
る
と
の
こ
と
。

お
客
や
結
婚
記
念
の
注
文
も
受

け
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
あ
る
。

「
手
作
り
の
た
め
、
同
じ
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
本
当
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
」
と
、力
の
こ
も
っ

た
言
葉
が
聞
か
れ
る
。
作
品
は
、

市
内
の
旅
館
に
も
展
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
作
品
を
見
て
観
光

客
か
ら
の
注
文
も
あ
る
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
一
度
工
房
を

訪
れ
た
地
元
の
人
も
常
連
客
と

な
っ
て
、
何
度
も
足
を
運
ん
で

い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
電
話
で
注
文
を
受

け
て
製
作
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房
「
ゆ
と

り
ろ
」
萩
市
濁
淵

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
０
８
３
８・２
２・５
８
６
２

全
て
が
手
作
り
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　
　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房

ゆ
と
り
ろ

中
村
和
子
さ
ん

　年代ははっきりしないが、越ケ浜小学校の風景。着物姿の生徒た
ちが、校庭で体操をしている。奥に２階建ての木造校舎が見える。
現在の校舎は、昭和 54 年に建て替えられ鉄筋３階建てである。

　
「
日
本
の
漫
画
は
ア
メ
リ
カ

や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ジ
ア
、
特

に
台
湾
、
香
港
で
大
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
漫
画
が
き
っ

か
け
で
日
本
の
文
化
に
興
味
を

持
ち
、
日
本
語
の
勉
強
を
始
め

る
子
も
い
る
く
ら
い
で
す
」
と

佐
伯
さ
ん
は
世
界
に
フ
ァ
ン
を

持
つ
女
流
漫
画
家
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
こ
ろ
漫
画

研
究
会
で
知
り
合
っ
て
結
婚
し

た
と
い
う
ご
主
人
は
少
年
漫
画

フ
ァ
ン
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い

る
「
エ
リ
ア
88
」「
ふ
た
り
鷹
」

の
新
谷
か
お
る
さ
ん
で
あ
る
。

　

小
学
校
３
年
の
時
、
家
に

あ
っ
た
漫
画
を
読
ん
で
感
動

し
、
６
年
生
の
時
に
は
自
分
で

描
き
始
め
て
い
た
と
い
う
。
中

学
校
で
漫
画
家
に
な
り
た
い
と

本
格
的
に
取
り
組
み
、
高
校
３

年
の
時
、
賞
を
取
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
19
歳
の
と
き
「
り

ぼ
ん
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
が

か
な
っ
て
、
た
だ
嬉
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
父

は
、
ず
っ
と
心
配
し
て
い
た
よ

う
で
す
ね
。
ス
ト
ー
リ
ー
の

題
材
は
や
は
り
自
分
の
育
っ
た

環
境
や
出
会
っ
た
人
々
な
ど
が

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
も
の
が

多
い
で
す
ね
」「
20
歳
の
誕
生

日
に
上
京
し
て
24
年
に
な
り
ま

す
が
、
テ
レ
ビ
等
で
萩
の
こ
と

い
つ
か
萩
を
題
材
に
し
た
作
品
を

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
懐
か
し

さ
と
、
何
か
し
ら
心
安
ら
ぎ
ま

す
ね
」
と
。
萩
で
の
思
い
出
も

漫
画
の
題
材
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。「
椿
東
小
学
校

か
ら
の
帰
り
道
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑

の
蝶
の
卵
や
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

を
取
っ
た

こ
と
、
中
・
高
生
の
時
、
雁
島

橋
の
下
の
シ
ロ
ウ
オ
漁
が
面
白

く
、
陽
の
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て

眺
め
て
い
た
こ
と
、
冬
の
人
の

い
な
い
西
の
浜
な
ど
の
思
い
出

が
絵
と
し
て
強
く
焼
き
つ
い
て

い
ま
す
」。

　
「
仕
事
は
、
〆
切
に
追
わ
れ

て
、
徹
夜
で
原
稿
を
描
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
で
も
、
出
来
上

が
っ
た
時
の
解
放
感
と
読
者
か

ら
の
手
紙
な
ど
反
響
が
あ
っ
た

と
き
は
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」。

　
「
香
港
か
ら
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
漫
画
を

通
し
て
の
交
流
は
私
自
身
学
ぶ

も
の
が
多
く
、
国
際
交
流
の
一

助
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
自
身
の
た

め
、
漫
画
を
愛
す
る
人
達
の
た

め
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を
話

さ
れ
る
。

　

こ
の
春
か
ら
、
萩
の
お
母
さ

ん
が
上
京
し
て
こ
ら
れ
、
佐
伯

さ
ん
に
と
っ
て
は
こ
の
う
え
な

い
心
強
い
助
っ
人
。
ま
す
ま
す
、

制
作
意
欲
を
湧
か
し
て
お
ら
れ

る
。

　
「
萩
を
題
材
に
し
た
作
品
は
、

現
実
的
だ
し
、
何
か
テ
レ
も

あ
っ
て
か
、
な
か
な
か
描
け
な

い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
が
、

萩
の
佐
伯
フ
ァ
ン
は
そ
ん
な
作

品
が
読
め
る
日
を
み
ん
な
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　
佐
伯
か
よ
の
さ
ん
の
代
表
作

に
は
「　

姫
」
小
学
館
・「
緋

の
稜
線
」
秋
田
書
店・「
星
恋
華
」

宙
出
版
・「
口
紅
コ
ン
バ
ッ
ト
」

小
学
館
な
ど
が
あ
る
。

佐伯かよのさん　漫画家　
　　萩市鶴江出身　萩高 22 期

頑張ってます

小学館プチコミック「　姫」より

新 鮮 な 魚 料 理 で も て な し
　

低
料
金
で
新
鮮
な
魚
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

民
宿
・
割
烹
料
理
「
嫁
な
喜
荘
」。
そ
の
味
に
は
、
地

元
の
人
も
納
得
し
、
足
を
運
ぶ
。
夫
婦
二
人
三
脚
で
心

温
ま
る
も
て
な
し
が
、
訪
れ
る
人
を
喜
ば
せ
る
。

嫁な喜荘の河村祐治・二見子さん夫妻

（６）



（７）

松
陰
大
橋

完
成
祝
い

渡
り
初
め

　

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
萩

城
下
（
平
安
古
と
思
わ
れ
る
）

で
長
州
藩
大
組
の
家
に
生
ま
れ

た
。
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）

５
月
、
井
上
馨
（
の
ち
外
務
大

臣
）、
伊
藤
博
文
（
の
ち
総
理

大
臣
）、
井
上
勝
（
の
ち
鉄
道

庁
長
官
）、
山
尾
庸
三
（
の
ち

工
部
卿
）
ら
と
英
国
の
ロ
ン
ド

ン
に
密
航
、
留
学
し
た
。
こ
の

造
幣
局
長

　

遠
藤
謹き
ん
す
け助

1836 〜 1893 年

時
の
渡
航
費
５
千
両
も
の
費
用

は
、
藩
に
と
っ
て
は
一
大
出
費

で
あ
る
が
、
彼
ら
は
「
こ
の
金

は
飲
食
な
ど
に
使
う
の
で
は
な

い
。
生
き
た
器
械
を
購
入
す
る

も
の
と
思
っ
て
く
れ
」
と
藩
の

重
役
に
書
き
送
っ
た
。
果
し
て

維
新
後
、
明
治
新
政
府
の
も
と

で
彼
ら
密
航
５
人
組
が
工
部
省

の
重
職
を
掌
握
し
、
近
代
日
本

の
科
学
技
術
の
進
展
を
指
導
す

る
、
ま
さ
し
く
「
生
き
た
器
械
」

と
な
っ
た
。
彼
ら
が
密
航
し
た

同
月
、
長
州
藩
は
関
門
海
峡
で

外
国
艦
船
を
砲
撃
、
攘
夷
を
実

行
に
移
し
た
。
攘
夷
実
行
の
最

中
、
長
州
藩
が
鎖
国
と
い
う
国

禁
を
犯
し
て
ま
で
敢
え
て
彼
ら

５
人
を
英
国
に
密
航
さ
せ
た
の

は
、
時
代
を
見
通
し
た
先
見
性

で
あ
っ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
謹
助

は
、
博
文
・
勝
と
と
も
に
、
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
の
化
学
教
授
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
博

士
の
家
に
寄
宿
し
、
英
学
を
修

業
し
た
。
翌
元
治
元
年
四
国
連

合
艦
隊
の
下
関
砲
撃
の
報
を
受

け
、
博
文
・
馨
の
２
人
は
帰

国
し
た
が
、
謹
助
ら
３
人
は
ロ

ン
ド
ン
に
留
ま
っ
て
勉
学
を
続

け
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

謹
助
は
帰
国
し
た
。
帰
国
後
す

ぐ
に
謹
助
は
、
３
年
間
英
国
で

培
っ
た
英
語
力
を
見
込
ま
れ
、

英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
の
代
理
キ

ン
グ
提
督
と
長
州
藩
主
毛
利
敬

親
・
元
徳
父
子
の
会
見
に
際
し

応
接
係
を
命
じ
ら
れ
た
。
両
者

の
会
見
は
三
田
尻
（
現
在
、
防

府
市
）
で
行
わ
れ
、
謹
助
は
馨

と
と
も
に
通
訳
と
し
て
歴
史
的

な
会
見
に
臨
ん
だ
。
こ
の
会
見

に
よ
っ
て
、
長
州
藩
と
英
国
と

の
関
係
は
ま
す
ま
す
親
密
の
度

を
深
め
、
謹
助
と
馨
は
そ
の
ま

ま
英
艦
に
乗
り
込
み
、
京
阪
の

情
勢
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

長
州
藩
の
主
張
を
英
国
側
に
伝

達
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
さ
ら

に
慶
応
３
年
、
謹
助
は
杉
孫
七

郎
（
の
ち
宮
内
大
輔
）
と
と

も
に
、
長
崎
の
英
国
商
人
グ
ラ

バ
ー
と
交
渉
し
、
長
州
藩
所
有

の
軍
艦
第
二
丙
寅
丸
を
売
却
し

て
新
た
に
軍
艦
二
隻
を
購
入
す

る
契
約
を
結
ん
だ
。
謹
助
は

明
治
維
新
と
い
う
歴
史
の
舞
台

で
、
長
州
藩
の
外
交
官
的
な
役

を
演
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

維
新
後
、
謹
助
は
明
治
14

年
（
１
８
８
１
）
か
ら
26
年
ま

で
造
幣
局
長
を
つ
と
め
た
。
当

時
、
造
幣
局
は
化
学
・
冶
金
学

な
ど
西
洋
科
学
の
粋
を
集
め
た

総
合
工
場
で
あ
り
、
外
国
人
技

術
者
も
雇
用
し
て
い
た
。
謹
助

が
英
国
留
学
で
修
得
し
た
科
学

知
識
な
ど
、
幅
広
い
教
養
が
必

要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
創

設
当
初
、
造
幣
局
で
は
外
国
人

技
術
者
の
雇
用
は
、
英
国
の
東

洋
銀
行
が
任
免
権
を
持
ち
、
給

与
は
日
本
政
府
が
負
担
す
る
と

い
う
不
平
等
な
契
約
で
あ
っ

た
。
当
時
大
蔵
大
丞
で
あ
っ
た

謹
助
は
、
明
治
７
年
東
洋
銀
行

と
の
契
約
の
破
棄
、
外
国
人
技

術
者
の
政
府
直
傭
な
ど
を
建
議

し
、
日
本
国
の
造
幣
局
と
し
て

自
主
性
の
回
復
に
尽
力
し
た
。

ま
た
、
造
幣
局
長
時
代
の
明
治

16
年
に
は
、
造
幣
局
内
の
桜
並

木
を
「
局
員
だ
け
の
花
見
で
は

勿
体
な
い
。
大
阪
市
民
と
共
に

楽
し
も
う
で
は
な
い
か
」
と
提

唱
し
、
以
来
今
日
ま
で
「
通
り

抜
け
の
桜
」
と
し
て
大
阪
の
春

を
告
げ
る
風
物
誌
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
、
謹
助
が
英
国
で

身
に
つ
け
た
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
な
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
造
幣
局
構
内
に
あ

る
通
り
抜
け
の
由
来
を
記
し
た

碑
に
は
、
謹
助
の
銅
板
レ
リ
ー

フ
の
胸
像
が
は
め
こ
ま
れ
て
い

る
。

〔
参
考
文
献
〕

末
松
謙
澄
「
防
長
回
天
史
」

井
上
馨
侯
伝
記
編
纂
会
「
世
外

井
上
公
伝
」

春
畝
公
追
頌
会
「
伊
藤
博
文
伝
」

大
蔵
省
造
幣
局
「
造
幣
局
八
十

年
史
」

大
蔵
省
造
幣
局
「
造
幣
局
百
年

史
」

道
家
達
将
「
科
学
と
技
術
の
歩

み
」（
岩
波
書
店
）

（
文
は
萩
市
郷
土
博
物
館
学
芸

員　
樋
口
尚
樹
さ
ん
）

　

偉　
人　
伝

大
阪
造
幣
局
の
桜
の
通
り
抜
け
を
提
唱

私のお店
東京都港区新橋

東京都港区新橋３− 18 −４庄司ビル２Ｆ
☎ 03-3433-2333
　昨年、念願の「萩」の店を出しまし
た。店内は萩の観光ポスターで飾り、萩
の観光パンフレットも置き、萩のイメー
ジアップに協力しています。料理は手作
りで、萩から魚や蒲鉾を取り寄せていま
す。飲んで、歌って、食べて、お一人様、
5000 円程度です。店の看板を見て、萩
出身者を始めとする山口県出身者が多数
来られます。是非一度お気軽にご来店の
上、「萩の味」「萩の話題」で、新橋の夜
をお楽しみください。　

近藤　利江さん
（萩市大井出身）

　おいでませ　　　　

　　唄スナック　　萩

大阪造幣局にある遠藤謹助の碑

　
「
観
光
・
萩
」
の
大
き
な
課

題
と
し
て
、
城
下
町
特
有
の
道

路
幅
の
狭
さ
、
交
差
す
る
路
地

の
多
さ
な
ど
交
通
面
で
の
整
備

が
揚
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
新
た

に
そ
の
一
つ
が
解
消
さ
れ
た
。

　
今
回
、
整
備
さ
れ
た
の
は
、

国
道
１
９
１
号
バ
イ
パ
ス
の

９
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、
観
光
の

要
所
、
松
陰
神
社
や
東
光
寺
な

ど
に
通
ず
る
道
、
島
根
県
の
津

和
野
町
に
至
る
路
線
「
主
要
県

道
萩
篠
生
線
」
に
沿
う
形
で
完

成
し
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

の
で
概
要
に
つ
い
て
は
略
さ
せ

て
い
た
だ
く
が
、
何
と
い
っ
て

も
こ
の
路
線
の
メ
イ
ン
は
バ
イ

パ
ス
部
分
の
約
３
分
の
１
を
占

め
る
阿
武
川
の
支
流
松
本
川
と

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
を
高
架
で
跨
ぐ

「
松
陰
大
橋
（
一
般
か
ら
名
称

を
公
募
）」
に
あ
る
。
萩
の
三

角
州
と
山
並
み
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
三
角
形
を
基
調
と
し
た
デ
ザ

イ
ン
に
併
せ
、
萩
ガ
ラ
ス
を
組

み
込
ん
だ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
造

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
路
線
の
完
成
に
併
せ
４

月
23
日
松
陰
大
橋
の
渡
り
初
め

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
、

市
内
の
３
代
夫
婦
３
組
に
加

え
、
平
安
古
地
区
に
伝
わ
る
備

組
に
よ
る
大
名
行
列
や
地
元
保

育
園
児
な
ど
が
参
加
し
た
。「
こ

れ
で
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
交
通
渋

滞
が
解
消
さ
れ
、
観
光
都
市
・

萩
の
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ
る

は
ず
」
と
、
多
く
の
市
民
も
詰

め
か
け
完
成
を
祝
っ
た
。

松
陰
神
社
が
、

　
近
く
に
な
っ
た

３代夫婦による渡り初め

　

観
光
萩
の
玄
関
口
、
萩
城
跡

入
口
の
指
月
橋
袂
に
な
か
な
か

面
白
い
店
が
あ
る
。
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。　

最
近
、
修
学
旅
行

生
を
中
心
に
静
か
な
ブ
ー
ム
を

呼
ん
で
い
る
の
が
、
夏
み
か
ん

で
作
ら
れ
た
工
芸
品
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
市
内
で
ダ
イ
ダ
イ
酢

を
作
る
会
社
と
言
え
ば
知
る
人

ぞ
知
る
「
株
式
会
社
カ
ネ
シ
ロ
」

の
社
長
金
優
さ
ん
の
経
営
す
る

工
房
で
、
そ
の
名
も
「
萩
夏
み

か
ん
工
房
」。
今
年
で
、
開
設

以
来
５
年
目
を
迎
え
る
。

　
「
以
前
、
県
の
農
業
祭
で
似

た
よ
う
な
器
に
出
会
い
ま
し
て

ね
、
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
夏
み

か
ん
で
は
で
き
な
い
も
の
か
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
ま
し
た
。

結
果
的
に
生
ま
れ
た
の
が
こ
れ

で
す
。
ぐ
い
呑
み
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
の
小
物
が
中
心
で
、

中
で
も
人
気
商
品
は
『
夏
み
か

ん
の
ん
た
』
と
名
付
け
た
花
差

し
兼
小
物
入
れ
で
す
。
要
は
、

何
に
で
も
利
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
３
年
前
に
こ
の

商
品
で
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
、

商
品
の
紹
介
。
実
物
は
、
夏
み

か
ん
の
中
を
く
り
抜
き
、
皮
部

分
を
特
殊
加
工
液
に
よ
り
硬
め

た
も
の
で
、
本
来
の
夏
み
か
ん

の
感
触
と
雰
囲
気
を
楽
し
め
る

と
い
う
代
物
。
中
央
部
に
絵
付

け
を
施
し
た
も
の
も
あ
り
か
つ

て
抹
茶
茶
碗
も
手
掛
け
た
こ
と

も
あ
る
と
か
。
な
か
な
か
し
ゃ

れ
た
感
じ
の
工
芸
品
で
あ
る
。

「
宣
伝
用
に
『
趣
味
の
柑
き
つ

工
芸
品

4

4

4

』
と
し
た
も
の
の
、
そ

れ
ほ
ど
の
物
で
は
な
い
で
す

ね
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ま

あ
手
芸
品
の
延
長
み
た
い
な
物

で
し
ょ
う
か
」
と
控
え
め
な
言

葉
。

　
株
式
会
社
カ
ネ
シ
ロ
も
開
業

以
来
19
年
を
数
え
、
柑
橘
加
工

業
で
は
県
下
で
も
有
数
の
業
績

を
誇
る
。「
こ
の
工
房
を
始
め

た
理
由
の
一
つ
に
、
女
性
の
自

立
を
支
援
し
た
い
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
と
、

こ
う
し
た
細
か
な
作
業
は
根
気

の
い
る
仕
事
で
す
か
ら
。
あ
と

は
、
女
性
の
感
性
を
生
か
せ
る

場
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
し
、
そ

れ
が
萩
の
特
産
物
と
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
ね
」
と
萩
へ
の
思
い

入
れ
も
、
人
一
倍
強
い
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。
通

常
の
小
物
な
ど
と
比
べ
る
と
だ

い
ぶ
高
い
で
す
か
ら
。
こ
れ
に

よ
り
、
も
っ
と
こ
の
商
品
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
萩
の
Ｐ
Ｒ

に
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
、
と
考

え
て
い
ま
す
」と
金
社
長
。
モ
ッ

ト
ー
は
、
飽
く
ま
で
も
「
観
光・

か
つ
て
の
産
物「
夏
み
か
ん
」を
今
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩

・

ひ

と

・

人

夏みかん工房
　 　金

きん

　　優
ゆう

さん

インタビュー

社 長

萩
と
と
も
に
」
と
、
い
う
と
こ

ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。

問
い
合
わ
せ　

萩
夏
み
か
ん
工

房
・
萩
市
堀
内
１
２
４ 

︱ 

４

（
０
８
３
８・２
２・８
４
１
１
）。

年
中
無
休
。
希
望
の
方
は
、
独

自
で
制
作
や
絵
付
け
も
体
験
で

き
る
。
た
だ
し
、
制
作
の
場
合

は
２
時
間
程
度
必
要
。
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萩 市 関 係

（８）

◆山陰山陽味めぐり
　萩からも萩焼や特産品が出品されます。
と　き　５月 14 日（火）〜５月 20 日（月）
ところ　東京新宿区・伊勢丹新宿店
◆山陰味と技まつり
　萩からも萩焼や特産品が出品されます。
と　き　５月 31 日（金）〜６月５日（水）
ところ　茨城県水戸市・水戸京成百貨店
◆おいでませ山口うちわデー
と　き　６月７日（金）午後６時〜
ところ　東京ドーム
　プロ野球公式戦日本ハム−オリックス戦の試合を活
用して山口県をＰＲ。当日は、山口県の特産品を先着
1000 人に無料配布します。また、１万人にラッキー
カードによるお楽しみ抽選会があり、航空券、宿泊券
がプレゼントされます。
◆第 46 回日本画 1996　新興美術院展覧会（新興展）
　萩出身の女性日本画家・内田青虹の日本画が出展さ
れます。
と　き　５月 22 日（水）〜５月 30 日（木）
ところ　東京上野・東京都美術館
　内田青虹　雑誌小説新潮の黒岩重吾の連載小説「女
龍王」の挿画、産経新聞の火曜日夕刊文化面で連載さ
れている「宮都の風光」の挿入画を担当。
◆萩焼作家の個展
●現代日本陶彫作家展
　萩焼作家・三輪龍作の作品が展示されます。
と  き　４月 29 日（月）〜７月４日（木）
ところ　神奈川県箱根市・箱根彫刻の森美術館
●第３回守繁栄徹・徹父子展
と　き　５月３日（金）〜５月８日（水）
ところ　山梨県甲府市・甲府岡島百貨店
●松野龍司作陶展
と　き　５月 23 日（木）〜５月 27 日（月）
ところ　神奈川県中郡大磯町・大磯倶楽部
●第 24 回新作陶芸展
　萩焼作家・岡田裕、兼田三左エ門、厚東建信、坂高
麗左衛門、野坂康起、納富晋、波多野善蔵、松村拓夫、
三輪栄造、三輪休雪の作品が展示されています。
と　き　５月 28 日（火）〜６月２日（日）
ところ　東京都日本橋・三越本店７Ｆ
●’96 朝日現代クラフト展
　萩焼作家・岡田裕、金子信彦、兼田昌尚、中村真一、
松野龍司の萩焼作家の作品が出品されます。
と　き　６月５日（水）〜６月 10 日（月）
ところ　東京都有楽町・阪急百貨店８Ｆ
◆萩光塩学院同窓会関東支部
　萩光塩学院関東支部の同窓会を次のとおり開催しま
す。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　５月 26 日（日）午前 11 時から
ところ　杉並区高円寺・メルセス会修道院

◆「或る美術コレクターの生活」　浦上敏朗著　平凡社
　浮世絵や東洋陶磁など、時価１００億円以上のコレ
クションを山口県に寄贈した世界的美術コレクター・
浦上敏朗さんが、コレクションの来歴と美術界での交
遊について語った魅力的なエッセイ集。３月１８日発
行。定価２６００円。
◆「松下村塾と吉田松陰」　古川薫著　新日本教育図書
　松下村塾に百人足らずの若者が集まり、吉田松陰と
いう学者のもとで勉学に励んだ。そして、久坂玄瑞・
高杉晋作・伊藤博文・山県有朋をはじめ、やがて日本
史を展開させる大勢の歴史的人物が巣立った。
定価１０００円
◆歴史群像シリーズ４６

「高杉晋作」幕末長州と松下村塾の俊英　樋口尚樹（萩
市郷土博物館学芸員）ほか　学習研究社
　学習研究社がシリーズで発行している歴史群像シ
リーズで、今回は高杉晋作を紹介。晋作のみならず幕
末の萩のことが分かりやすく紹介されている。萩市郷
土博物館学芸員・樋口尚樹も萩史蹟地図で執筆してい
る。定価１２００円
◆「萩の花ごよみ−身近な野の花ウォッチング」　吉
松茂著　萩市郷土博物館
　萩市やその周辺地域の植物の調査・研究してきもの
の集大成。なかなか気づかない珍しい植物、萩にしか
ない植物などが紹介されている。定価１５００円（送
料別）
問い合わせ　萩市郷土博物館（０８３８・２５・
６４４７）

東 北 地 区
◆山陰の味と技祭
　萩からも萩焼や特産品が出品されます。ふるさとの
香りに触れてみてはいかが。
と　き　６月 26 日（水）〜７月１日（月）
ところ　山形市・大沼百貨店
◆守繁栄徹・徹作陶展
と　き　６月５日（水）〜６月 17 日（月）
ところ　青森県八戸市・八戸ビブレ百貨店

◆萩焼作家の個展
●岡田裕作陶展
と　き　６月 26 日（水）〜７月１日（月）
ところ　名古屋市・名古屋三越

北 陸 地 区
◆萩焼作家の個展
●「萩の陶芸の今」展
　萩焼作家 48 人の作品が展示されます。

と　き　５月１日（水）〜７月７日（日）
ところ　福井県越前陶芸村文化交流会館

◆第６回萩焼まつり
　観光と焼物のまち・萩の春の一大イベント萩焼まつ
り。土と生命の炎が織りなす陶芸の祭典へおいでくだ
さい。
と　き　５月１日（水）〜５日（日）
ところ　萩市民体育館
内　容　萩焼即売会、ろくろ体験、萩特産市など
◆萩焼作品展
　萩焼作家 11 人の作品が展示されています。
と　き　４月 26 日（金）〜５月 26 日（日）
ところ　青木周弼（萩城城下町）
◆萩・夏みかんまつり
　この季節、夏みかんの白い花が、白壁や土塀からの
ぞき、城下町萩も夏みかんの香りで包まれます。
と　き　５月 12 日（日）・19 日（日）
ところ　萩城城下町ほか
内　容　夏みかん・夏みかん食品の販売ほか
◆山口県立萩美術館・浦上記念館の一般公開
と　き　５月 25 日（土）・26 日（日）
ところ　萩市平安古・山口県立萩美術館・浦上記念館
◆萩商業昭和 28 年卒業同期会
　昭和 28 年３月に萩商業を卒業した同期会を開催し
ますので、皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　６月８日（土）午後６時〜
ところ　萩市・萩本陣

山 口 地 区
◆萩商業昭和 14 年卒業の同期会

◆萩焼作家の個展
●’96 朝日現代クラフト展
　萩焼作家・岡田裕、金子信彦、兼田昌尚、中村真一、
松野龍司の萩焼作家の作品が出品されます。
と　き　５月 15 日（水）〜５月 21 日（火）
ところ　大阪市梅田・阪急百貨店
●三輪栄造茶碗展
と　き　５月 29 日（水）〜６月４日（火）
ところ　大阪市・高島屋
●樋口大桂作陶展
と　き　６月 13 日（木）〜６月 18 日（火）
ところ　大阪市難波千日前・ギャラリー「祥」
◆おいでませ山口へ！山口観光デイ
と　き　５月 18 日（土）午後２時〜（雨天の場合は
19 日に順延）
ところ　阪神甲子園球場
　プロ野球公式戦阪神ー広島戦の試合を活用して山口県
と萩の観光をＰＲ。甘夏かん 3000 個と観光パンフレッ
ト、柳井市の金魚ちょうちん 100 人分を無料配布。ま
た、抽選券で A ＮＫの航空券・宿泊券、ＪＲの旅行券・
宿泊券など豪華賞品があたります。
◆第 46 回日本画 1996　新興美術院展覧会（新興展）
　萩出身の女性日本画家・内田青虹の日本画が出展され
ます。
と　き　６月 26 日（水）〜７月３日（水）
ところ　京都市・都市美術館
◆関西からたち会
　平成８年度関西からたち会の総会を次のとおり開催し
ます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　６月８日（土）午後６時〜
ところ　大阪市北区兎我野町・豆狸（まめだ）
◆たちばな会関西支部
　たちばな会関西支部の平成８年度総会を次のとおり開
催します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　６月９日（日）正午〜
ところ　大阪市心斎橋・大成閣
◆萩商業昭和 33 年卒業同期会
　昭和 33 年３月に萩商工を卒業した同期会を開催しま
すので、多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　６月８日（土）・９日（日）
ところ　奈良市・奈良ロイヤルホテル

◆萩焼作家の個展
●二人展
　萩焼作家・小田光治の作品が展示されます。
と　き　５月 16 日（木）〜５月 21 日（火）
ところ　広島市中区・和楽堂
●第 13 回萩焼・赤間硯伝統工芸新作展
　萩焼作家・岡田裕、兼田佳炎、兼田三左エ門、厚東建
信、坂高麗左衛門、玉村登陽、止原伸郎、野坂康起、納
富晋、波多野善蔵、松村拓夫、三輪栄造、三輪休雪、山
影陶道の作品が展示されています。
と　き　５月 22 日（水）〜５月 27 日（月）
ところ　広島市・そごう新館美術画廊
●「陶芸・三輪龍作の世界」
と　き　６月５日（水）〜６月 10 日（月）
ところ　岡山市・天満屋６Ｆ葦川会館
●個展「三輪龍作新作展」蒼い樹、薫風発表
と　き　６月５日（水）〜６月 10 日（月）
ところ　岡山市・天満屋５Ｆ美術画廊

◆萩焼作家の個展
●高見世清次作陶展
と　き　５月７日（火）〜５月 13 日（月）
ところ　鹿児島市・山形屋百貨店

　昭和 14 年３月に萩商業を卒業した同期会を開催し
ますので、多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　５月９日（木）午後６時〜
ところ　小郡町・山口グランドホテル
問い合わせ　０８３８・２２・００１９（山下）
◆たちばな会阿武町支部発会
　たちばな会阿武町支部を新しく発会します。多くの
皆さんの参加をお待ちします。現在、阿武町には約
１３０人あまりの卒業生が住んでいます。
と　き　６月 29 日（土）
問い合わせ　時間、場所については０８３８８・２・
２１６３（末若）へ

　スタッフ一同、あなたからの情報を
お待ちしています。
連絡先　萩ネットワーク協会（０８３８・25・
　　　　３１３１）


